
平成１８年度第３回磯子区地域福祉保健計画推進委員会議事録 
開催日時 平成１９年３月１日（木）午後６時３０分から午後７時４５分まで 
開催場所 磯子区役所 ７０１号会議室 
出席者 委員：小島委員・鈴木委員・福士委員・三澤委員・水越委員・櫻井委員・関野委員・石塚委員 

時任委員・矢野委員・岩瀬委員・大平委員・佐々委員・野田委員・平野委員・三浦委員 
米尾委員 

事務局：塚本センター長・泉課長・高橋課長・小谷課長・繁野係長・重松係長・二宮係長 
清水係長・山口職員・小先職員 

（区社協）福島事務局長・矢崎次長・遠藤職員 
（ケアプラザ）向井所長（根岸）・楠田職員・菊池職員（磯子）・杉浦職員（屏風ヶ浦） 

岸本職員（新杉田）・増澤職員（洋光台） 
欠席者 佐藤委員・外村委員・上杉委員・吉田委員・中里委員 
議  事 ・センター長あいさつ 

 
１ 磯子区地域福祉保健計画「スイッチＯＮ磯子」の進捗状況について 
（１） 計画全体（清水係長） 
（２） 地区別の取り組み（各地区担当地域ケアプラザ） 
（３） あなたの提案実現事業（山口） 
（４） 地域のしあわせバンク（清水係長） 
 
＜質疑応答＞ 
・ 杉田地区の取り組みで高齢者の健康づくりの活動をしているが、料理、歌、ウォーキングな

どさまざまなことに取り組んでいる。この活動は、いぶきで開催している「杉田サロン」で

参加者から聞いた意見をもとに企画しており、高齢者のニーズを大切にしている。 
・ 洋光台地区の地域デビュー講座は何人が参加したのか。 

→参加者は８名。実行委員が６名で、地域デビューに向けて一緒に活動を進めた。 
・ しあわせバンクを早く立ち上げてほしい。 
・ しあわせバンクには新しい情報が随時入るようにしてほしい。 
 
２ 推進フォーラムについて（小先・清水係長） 
  当日の流れについて説明。司会者は佐々委員、大平委員にお願いしたい。→了承 
 
＜質疑応答＞ 
・ あなたの提案実現事業は全部で５事業あるのに３事業しか発表しないのはなぜか。 

→時間の都合のため。地区別取り組みの発表も１０地区のうち５地区にお願いしている。 
・ 地区別の取り組みの発表は１地区７分で行うように言われているが、７分で伝えるのは難し

い。じっくり時間をかけて発表し、みなさんの意見を聞くようにできればよいと思う。今回

は仕方ないが、来年以降は考慮してほしい。 
 
 



３ 今後の進め方について（清水係長） 
・ 地区別の取り組みについて 

各地区で軌道に乗り始めたので、今後も活動を続けていけるよう、地域ケアプラザがコー

ディネートし、区・区社協がバックアップしていく。来年度も助成金を交付する予定。地域

支えあい事業と重複する取り組みについては整理し、区民にわかりやすい形にしていきた

い。 
・ あなたの提案実現事業 

今年度は５事業を選定したが、来年度は新規・継続事業をそれぞれ募集予定。 
・ しあわせバンク 

来年度運用を開始し、できることから始めていく。区・区社協で協力しながら進めていく。

・ 推進フォーラム 
年に１回開催し、計画がどこまで進んだのかを区民と確認する。 

 
４ その他 
・ いそご福祉フェスタ（２月２５日開催）への協力について御礼（福島事務局長） 
・ 回想法セミナーについて（佐々委員） 

３月５日に「いそご回想法セミナー」を磯子地域ケアプラザで開催し、地域のボランティア

リーダー、民生委員からの実践報告を行う。参加申込みは根岸地域ケアプラザへ。 
 

資  料 １ 会議資料 
２ マナーについてのアンケート（マナーの街、感じさせる街づくり事業） 
３ 「カリズマティックアダルトってなあに？」シンポジウム案内チラシ（磯子区子ども学習サ

ポートセンター事業） 

 


